










































































































































第 10囲研究会は 2006年 12月21日、演劇学の永田靖先生に、演劇における「第二のテキストj である演出
台本について、スタニラアスキーの『かもめ』演出台本を例にお話しいただいた。戯曲(テキスト)とパフォー
マンス(上演)の間にある演出台本に注目することで、新たな演劇研究の地平を拓こうとしづ意欲が伝わってく
る発表であり、質疑もきわめて活発であった。ちなみに、このあとの忘年会は盛会だ、った。
そして2007年3月16日の特別研究会「秋成ーテクストの生成と変容一J(第 1 田)を迎える。この特別研究会は、
半年以上も前から企画、発表者を公募し、コメンテーターを依頼した。私の専円である上田秋成のテクストとい
う限られた対象での議論を本研究会のような専門の塩根を超えた研究会に投げかけときにどのような皮応があり、
何が生ずるのか、未知との遭遇に期待を膨らませた。当日は前半で一戸渉(総合研究大学院大学(腕))・辻村尚
子(大阪大学(院))・近寄典子(駒揮大学)の各氏が発表、それぞれに 1名のコメンテーターを配して、秋成の
著作について、その生成と変容を議論した。後半は秋成研究において本文の問題で最も議論の多い『春雨物語』
について、木越治氏(金沢大学)が問題提起し、 3名のコメンテーターとフロアによる言指命を行った。実に濃密
な時を共有することができた。参加者は約70名を数える盛況で、あったが、それ以上にその議論の熱さが印象に残
った研究会で、あった。その模様は本報告書にも詳報されているが、特にここで謝辞を申し述べさせていただくこ
とをお許し願いたい。
参加者のおひとりである水田紀久先生は、わざわざ午前中にご所蔵者山脇愛子氏宅(羽曳野市)まで出向かれ
てお借り下さった、秋成肖像としては最も有名な肖像である甲賀(加藤)文麗画の秋成肖像を会場にお持ちにな
り、研究会に華を添えて下さった。それぞれの発表者・コメンテーターは、セッションが終わるたびに、この秋
成肖像とともに記念撮影した。研究会席上でも貴重な御発言を賜り、懇親会でも浪高の歌をご披露いただくなど
格別の御厚'情をたまわった先生にこの場をお借りして深く御礼申し上げる。神谷勝広氏も秋成短冊をはじめとす
る関連資料をお持ち下さり、会場はミニ秋成展の接相を呈した。神谷氏にも深甚の謝意を表する。この研究会に
は外部にも告知したので、他にも、島津忠夫先生・浅野三平先生という、まさかと思うような先生方が、来会さ
れ、かっ御意見を述べてくださったことは感謝に堪えなかった。島津先生には懇親会の閉会時に、浅野先生には
研究会の閉会時にそれぞれ櫛挨拶も賜った。また懇親会に差し入れをしてくださった慶瀬千紗子氏・柏木隆雄先
生にも深く感謝申し上げる。その日は懇親会も40名ほど、二次会にも20名が参加、いつまでもテクスト談義に花
を咲かせていた。本特別研究会は、外部の方を多く招き、遠方からも多数の1J が参加するということもあって、
会場の整備や案内、受付、資料配布など、他大学を含む多くの学生諸君の献身的なご協力を受けた。彼らへもあ
りがとうと申し上げたい。
この研究会の発表者・コメンテーターと議論に参加して下さった人々を中心に、『秋成文学の生成~ (森話社、
2008年)としづ本をつくることができた。特に木越治氏には共編者になっていただき、構成・人選などでご尽力
いただいた。出版にあたっては文学研究科のご援助を賜っている。これについてもお世話になったすべての方々
に感謝申し上げる。
研究会の足跡ー2007年産
-7-
最終年度の最初の研究会(第四四研究会)は 2007年5月17日に行われた。報告者は柏木隆雄先生。この自の参
加者は特別研究会を除いて最も多い39名で、あった。柏木先生は2005年度まで研究科長を務めておられた。私は当
初から柏木先生を本研究会にお誘いしたかったのだが、御多忙を極めている先生をお誘いする勇気がなかった。
しかし、いった、ったか、 fなぜ僕を誘わないのかj と笑顔とともに言われたので、研究科長を退かれた2006年度
からメンバーに入っていただいたと記憶する。以来先生はほぼ毎閉参加され、研究会とそのあとの会を終始リー
ドしてくださったのである。どのような発表に対しでも、その質問に含まれる知見は発表者と了々発止渡り合う
ほどのもので、あり、指摘は的確で、あった、そうしづ印象がある。 2年目以降、研究会の運営が大分楽になったな
あと感じていたが、それは私自身の慣れもあろうが、それ以上に柏木先生のご参加が大きかったのである。さて、
柏木先生のご報告は誰もが一度は読んで、いるであろう『ヴィヨンの妻』の生成に関わるスリリングで撤密な考証
に基づく新説で、あった。フランソワ・ヴィヨンという謎の詩人の日本における受容の問題など、興味のつきない
話題を提供された。
第 13田研究会は2007年6月21日に行われた。報告者は加藤洋介先生。書写とし、う行為に着目して『伊勢物
語』の生成と変容を考えられたもので、あった。「原典をめざして」行われる本文校訂や写本書誌学に対し、むしろ
書写としづ行為を通してテクストが変容する現場を捉えようとする発想、の提唱に領かされた。加藤先生は 2006
年に着任された。河内本『源氏物語』の本文研究の第一人者であり、テクストの生成と変容としづ本研究会のテ
ーマに非常に関わりの深い方であるので、着任してすぐに参加していただいたがほぼ毎回参加して下さった。
第 14閉研究会は2007年7月19日(木)に行われた。報告者は蜂矢真郷先生で「語の変容と類推一語形成に
おける変形について一」と題するものである。テクストを構成する要素としての語も、自語史的にみれば変容す
る。その理由はさまざまに考えられようが、我々はテクストの変容を考える時に、テクストの作者や読者(書写
者)の意関や誤操作として考えるが、語そのものの変形がそこに反映しているかもしれないということにはなか
なか気付かない。蜂矢先生のご報告は上滑りなテクストの議論を戒める教誹でもあった。 3年間の研究会活動の
中で、蜂矢先生の義理堅さは際立っていた。第5回の特別研究会の時は、中之島で社会人向けの講座のあと駆け
つけて下さったこともあった。深謝申し上げる。
以上、長々と述べてきたが、 14囲におよぶ研究会はいずれも刺激的で、新しい知見をもたらし、脳をやわらか
くしてくれたと思う。これらの研究会を通して、私じしんが得たものは言葉につくせないほどだが、あえてひと
つだけあげるとすれば、それは、「人の縁Jである。詞本文学、それも近世文学という狭い領域についつい閉じこ
もりがちな私だが、この研究会を3年間運営することで、さまざまな「人の縁」に恵まれた。それは研究会のメ
ンバーにとどまらない広がりを持つことになった。皐寛、研究の視野が広がるとは、専門外の研究者と知り合い、
その人の研究内容に触れることによってしか実現しない。本研究会を文学・語学の領域に限定せず、できるだけ

